プロジェクト

わたしの素顔

ドイツの高校生から日本の高校生に贈るメッセージ
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ケルン大聖堂（右）とライン川
製作：

ケルン日本語補習授業校(2003年度)
高校国語・外国語としての日本語上級複合クラス
　
2004年3月
内容
・このプロジェクトについて

・３人について

・「わたしの素顔」　*3人の作品は別添ファイルを参照
ヘレン (Helen)
メッセージ

１　わたしはこんな人

２　わたしのまち

３　大切なモノ・ヒト・コト
ハンス (Hans)
メッセージ

１　わたしはこんな人

２　わたしのまち

３　大切なモノ・ヒト・コト
海貴 (Miki)
メッセージ

１　わたしはこんな人

２　わたしのまち

３　大切なモノ・ヒト・コト

・さいごに

　　　　　　　　＊写真はすべて本人がインスタントカメラで撮ったものです。

　　　　　　　　＊それぞれのメッセージは本人の声で録音されています。
このプロジェクトについて

　このプロジェクトは2003年度３学期(2004年1月～3月)の３ヶ月間に、社団法人ケルン日本語補習授業校の「高校国語・外国語としての日本語上級」複合クラスの３名の生徒達によって行われたものです。

　日々、ドイツの高校(ギムナジウム)に通いながら、一週間に一回、日本語補習校に来て国語や日本語を勉強していますが、それを実際に使う場面は、ここドイツでは限られています。そこで生まれたのがこのプロジェクト。日頃の勉強を生かして、日本にいる「生」の高校生と何らかの形で日本語を通して交流を図りたいと考え、国際文化フォーラムによって作成された「であい」を参考・利用することとなりました。「であい」からは日本の高校生の姿を知り、そして同時に様々な新しい言葉や表現を学びました。そして、それらを参考に、今度は逆に「ドイツの高校生の素顔」を伝えようと、写真を撮ったり、文章を書いたり、メッセージの録音をしたりといった活動となりました。
　たった３人だけれど、それぞれ個性豊かな３人が日本の高校生に向けて、一生懸命に、そして楽しく作業をして完成させたメッセージです。ドイツに住む高校生の様子、考えていることなどが、みなさんに伝わればいいなと思っています。

　質問や感想などありましたら、ぜひお便りください。それは、これからも日本語を勉強していく３人の大きな励みになるのです。
３人について
これを作成した３人の背景について、簡単にご説明しておこうと思います。

外国語としての日本語上級クラス
ヘレン (Helen)
19985年生まれ＜女＞
ごく普通のドイツ人家庭（両親はドイツ人）で暮らす18歳。
10歳の頃にマンガなどを通して日本や日本語に興味を持ち始め、14歳からケルン日本語補習授業校に通うようになり、それ以来現在まで日本語を学び続けている。今までに、５回日本に行ったことがあり、様々な日本経験をしている。2001年5月には「ドイツ語圏日本語弁論大会」(在独・墺日本国大使館・国際交流基金主催)において最年少でみごと優勝！
ハンス (Hans)

1986年生まれ＜男＞

ドイツ人のお父さんと日本人のお母さんを持つ18歳。

ドイツで生まれ、その後すぐにお父さんの仕事の都合でカナダに引越し、７歳までカナダで暮らす。その後再びドイツに戻り現在に至る。ケルン日本語補習授業校では、当初国語の授業を受けていたが、本人や親の希望もあり、2003年度から外国語としての日本語上級クラスに編入。

高校国語クラス
海貴 (Miki)
1986年生まれ＜女＞

ドイツ人のお父さんと日本人のお母さんを持つ18歳。

ドイツ生まれドイツ育ちだが、かなり高度なバイリンガルである。しかし、多くの日本人国際児同様、漢字の難しさに関する問題を本人も自覚しており、日々努力中…。

＊3人の作品は別添ファイルを参照
さいごに
　いろいろな素顔を持つ3人。18歳という時期に自分を見つめなおす機会を持ってほしいと思って、このプロジェクトを始めました。書き終わった後、それぞれがどんなことを感じたのかを作文に書いてもらいました。その一部を抜粋し、おしまいとさせていただきます。
2003年度ケルン日本語補習授業校講師・奥村三菜子

＜ヘレン＞

　これを書く前、何を書けばいいかは頭の中で分かっていたけれども、どうやってことばにすればいいのかが問題でした。……他人に自分の心を見せるのは少し怖いし、恥ずかしいと思っている人もたくさんいると思います。……自分について今までよりも考えられたし、自分が知らなかった面も見えてきました。

　……これを書いた後、人生の楽しいところ、つまり、人との付き合いや、暇な時間を楽しむことなどをもう少し大切にしたいと思いました。忙しすぎると、「忙」という漢字の意味、つまり、「心」を「亡くす」ことになるかもしれないからです。
＜ハンス＞

　自分のことについて書くことは簡単ではありません。自分の持っているイメージと、自分が他人に与えるイメージが違うことが多いからです。……自分の素顔を書くことは、日記ではないので、読む人を意識して書かなければならないので、そんなにたやすくありません。
　……しかし、今まで自分がどんな人間かをはっきり表す機会がなかったので、……自分についてもっとよく知ることができました。……そして、今、僕が思うことは…、「将来も、今の自分で満足です。」
＜海貴＞

　私は、実は、本気で自分が一体どんな人間かということについて考えたことが今まであまりなかった。……書き始めると、私は深く考え込んでしまい、気付くとずいぶん時間が経っていたが……。

　これから私はどうなっていくのだろう。……まだ特にやりたい仕事やプランはないが、何があっても、自分は自分で、変えることは出来ないと思う。だからこのまま自分を受け入れ、……。
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